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部 隊 紹 介

自
主
防
災
の

最
強
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

松
山
市
小
野
地
区

自
主
防
災
組
織
連
合
会

会
長

仙
波

修

陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地
司
令
、
服
部
真
之
介
様
を
始

め
各
隊
員
の
皆
様
、
日
々
猛
暑
の
中
で
の
業
務
、
訓
練
、

ま
た
、
ご
助
力
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
今
、
自
然
災
害
に
お
け
る
備
え
が
急
務
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
小
野
地
区
自
主
防
災
組
織
連
合
会
は
、

松
山
駐
屯
地
の
協
力
を
得
て
、
「
災
害
が
起
こ
る
前
に
備

え
る
方
法
」
を
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
千
人
規
模
の
炊
き
出
し
に
つ
い
て
の
技
術
や

知
識
を
習
得
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
「
自
衛
隊
の
炊

飯
車
両
の
実
演
を
お
願
い
す
る
」
普
段
か
ら
の
備
え
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
災
害
派
遣
の
体
験
談

を
ご
講
演
い
た
だ
き
、
被
災
地
か
ら
の
生
の
声
を
聴
か
せ

て
い
た
だ
く
」
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。

連
合
会
は
、
平
成
25
年
度
よ
り
小
野
地
区
防
災
訓
練
に

お
い
て
松
山
駐
屯
地
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
小
野
地
区
に
と
っ
て
、
松
山
駐
屯
地
は
災

害
準
備
に
関
す
る
最
強
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

長
年
に
わ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
小
野
地
区

と
松
山
駐
屯
地
が
ウ
ィ

ン
ウ
ィ
ン
（
双
方
に
と

っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
出
て

い
る
状
態
）
の
関
係
で

継
続
で
き
ま
す
よ
う
、

皆
様
方
に
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
松
山

駐
屯
地
の
今
後
益
々
の

発
展
と
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

小
野
地
区
自
主
防
災
支
援
の
様
子

地 域 交 流

第
14
高
射
特
科
隊
は
、
令
和
３
年
６
月
16

日
か
ら
６
月
17
日
及
び
7
月
23
日
か
ら
7
月

24
日
の
間
、
北
海
道
静
内
対
空
射
撃
場
で
実

施
さ
れ
た
、
令
和
３
年
度
師
団
等
対
空
実
射

訓
練
検
閲
に
お
い
て
、
装
備
火
器
で
あ
る
93

式
近
距
離
地
対
空
誘
導
弾
及
び
11
式
短
距
離

地
対
空
誘
導
弾
の
対
空
実
射
を
実
施
し
、
要

撃
成
功
の
成
果
を
収
め
た
。

ま
た
、
本
訓
練
検
閲
に
お
い
て
、
93
式
近

距
離
地
対
空
誘
導
弾
を
装
備
す
る
第
1
射
撃

小
隊
が
全
国
の
高
射
特
科
部
隊
の
な
か
で
第

１
位
の
評
価
を
受
け
た
。

隊
は
、
更
な
る
練
度
向
上
を
目
指
し
訓
練

を
継
続
す
る
。

実弾発射直後の近距離地対空誘導弾

射撃準備を行う
短距離地対空誘導弾発射班

射撃準備を行う
近距離地対空誘導弾発射班

11式短距離地対空誘導弾
発射の瞬間

令
和
３
年
度
師
団
等

対
空
実
射
訓
練
検
閲

㊗全国第１位 !!
第１４高射特科隊

第１射撃小隊
93式近距離地対空誘導弾

中
部
方
面
特
科
隊
は
、
令
和
３
年
７

月
20
日
か
ら
７
月
29
日
の
間
、
東
富
士

演
習
場
に
お
い
て
令
和
３
年
度
第
１
次

旅
団
演
習
（
中
部
方
面
特
科
隊
実
射
訓

練
検
閲
）
に
参
加
し
た
。

本
訓
練
は
、
火
力
戦
闘
に
任
ず
る
部

隊
と
し
て
の
行
動
に
つ
い
て
、
進
歩
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
教
訓
事
項
を
収

集
し
、
じ
後
の
練
成
訓
練
の
資
と
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。

今
回
は
、
総
移
動
距
離
千
キ
ロ
を
超

え
る
長
距
離
機
動
訓
練
か
ら
開
始
さ
れ
、

本
州
で
最
大
の
演
習
場
を
使
用
し
、
最

大
標
高

メ
ー
ト
ル
以
上
で
の
過
酷
な

実
射
検
閲
と
な
っ
た
。
各
隊
員
は
、
特

科
隊
長
要
望
事
項
「
火
力
戦
闘
部
隊
と

し
て
の
誇
り
と
能
力
を
旅
団
内
に
知
ら

し
め
よ
」
を
具
現
化
し
、
任
務
を
完
遂

し
た
。

部 隊 紹 介

弾丸装填

第１次旅団演習
特科隊実射訓練検閲
作戦名「富士の雷作戦」

弾着地まで一望

実弾発射の瞬間（ＦＨ７０）
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部 隊 紹 介

大
隊
は
、
令
和
３
年
７
月
22
日
か
ら
７
月
26

日
ま
で
の
間
、
令
和
３
年
度
第
１
回
技
能
公
募

予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
を
実
施
し
た
。
予
備
自

衛
官
制
度
は
、
自
衛
隊
の
防
衛
に
あ
た
る
実
力

を
急
速
か
つ
計
画
的
に
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
技
能
公
募
と
は
、

一
般
社
会
に
お
け
る
専
門
技
能
保
有
者
（
語
学
、

医
療
、
車
両
整
備
等
）
が
任
用
さ
れ
て
い
る
。

本
訓
練
は
第

共
通
教
育
中
隊
（
中
隊
長

明
石

猛

１
等
陸
尉
）
が
教
育
を
担
任
し
た
。

訓
練
参
加
者
は
、
精
神
教
育
、
基
本
教
練
、

武
器
訓
練
、
射
撃
、
職
務
訓
練
等
を
実
施
し
、

予
備
自
衛
官
と
し
て
の
資
質
を
養
う
と
と
も
に
、

必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
向
上
を
図
っ
た
。

令
和
３
年
度
第
１
回
技
能
公
募

予
備
自
衛
官
招
集
訓
練

令
和
３
年
度
新
隊
員
特
技
課
程
及
び

一
般
陸
曹
候
補
生
後
期
「
野
戦
砲
」
教
育

中
部
方
面
特
科
隊
は
、
令
和

３
年
７
月
１
日
か
ら
９
月
10
日

の
間
、
松
山
駐
屯
地
に
お
い
て

新
隊
員
45
名
（
女
性
隊
員
７
名

含
む
）
に
対
し
野
戦
砲
教
育
を

実
施
し
た
。

新
隊
員
は
、
約
２
か
月
間
日

夜
訓
練
に
励
み
同
期
と
切
磋
琢

磨
し
、
野
戦
特
科
隊
員
と
し
て

必
要
な
基
礎
的
知
識
及
び
技
能

を
習
得
し
た
。
今
後
は
、
部
隊

に
配
置
さ
れ
更
な
る
識
能
の
向

上
を
図
り
、
一
人
前
の
野
戦
特

科
隊
員
と
な
れ
る
よ
う
自
学
研

鑽
す
る
。

新隊員後期教育

招集訓練開始申告

射撃予習（拳銃）基本教育訓練

操砲教育中！

駐
屯
地
は
、
令
和
３
年
８
月

29
日
松
山
駐
屯
地
納
涼
花
火
を

実
施
し
た
。

打
上
げ
花
火
に
よ
り
、
地
域

の
方
々
や
隊
員
家
族
へ
の
日
頃

の
感
謝
を
目
に
見
え
る
形
で
お

届
け
で
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
は
地
域

住
民
へ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
な
り
、

駐
屯
地
に
対
し
「
今
年
初
め
て

の
花
火
を
孫
と
見
ら
れ
た
」

「
自
衛
隊
の
優
し
い
計
ら
い
に

感
謝
」
「
子
供
た
ち
も
花
火
が

綺
麗
と
お
お
は
し
ゃ
ぎ
」
等

感
謝
や
感
動
の
言
葉
が
多
数
寄

せ
ら
れ
た
。

松山市内の夜景と花火

駐 屯 地 行 事
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最
先
任
上
級
曹
長
交
代
挨
拶

転
入
部
隊
長
等
紹
介

祝

退
官
者
紹
介

輝
く
自
衛
官
紹
介

第
７
代

松
山
駐
屯
地

最
先
任
上
級
曹
長

松
山
駐
屯
地
業
務
隊

１
等
陸
尉

金
茂

満
朗

松
山
駐
屯
地
業
務
隊

陸
曹
長

村
上

真
一

基
地
通
信
隊

陸
曹
長

村
上

毅

伊丹駐屯地から
出身地：徳島県
趣 味：ジョギ
ング・映画鑑賞

松
山
勤
務
９
年
余
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

退
官
後
は
松
山
市
に
居
住
し
、

皆
様
の
弥
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
第
二
の
人
生
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
３
年
８
月
１
日
付
で
、
松
山

駐
屯
地
最
先
任
上
級
曹
長
を
拝
命
し

ま
し
た
河
原
准
尉
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松
山
駐
屯
地
は
、
昭
和
42
年
に
開

庁
し
て
以
来
、
幾
多
の
改
編
を
重
ね

な
が
ら
愛
媛
県
の
防
衛
・
警
備
を
担

任
し
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
自
衛
隊

と
し
て
多
く
の
皆
様
方
に
親
し
ま
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
あ
る

松
山
駐
屯
地
の
最
先
任
上
級
曹
長
と

し
て
勤
務
で
き
ま
す
こ
と
は
、
身
に

余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
諸
先
輩
方
が
試

行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
築
き
上
げ
て

き
た
松
山
駐
屯
地
の
良
き
伝
統
を
継

承
し
つ
つ
、
更
に
進
化
・
向
上
さ
せ
、

地
域
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
、
そ
し

て
、
駐
屯
地
司
令
要
望
事
項
で
も
あ

り
ま
す
「
地
域
と
の
一
体
化
」
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
駐

屯
地
と
し
て
発
展
し
て
い
け
る
よ
う

日
々
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。今

後
と
も
松
山
駐
屯
地
に
対
し
ま

し
て
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
部
方
面
特
科
隊
第
１
中
隊

１
等
陸
士

村
上
す
ず
ね

私
の
入
隊
動
機
は
、
自
衛

官
の
姉
２
人
の
影
響
で
す
。

２
人
の
姉
か
ら
自
衛
隊
の

話
を
聞
く
た
び
、
私
も
同
じ

と
こ
ろ
で
働
き
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

入
隊
し
た
現
在
、
姉
と
一
緒

に
働
く
こ
と
は
出
来
て
い
ま

せ
ん
が
、
２
人
の
お
か
げ
で

自
衛
官
と
し
て
働
け
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
入
隊
し
て
間
も
な
い
で

す
が
、
仕
事
は
や
り
が
い
が
あ

り
、
女
性
で
も
活
躍
で
き
る
場

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

国
を
守
る
と
い
う
任
務
の
た

め
日
々
精
一
杯
訓
練
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
令
和
３
年
８
月

１
日
付
け
で
、
第
３
代
中
部
方

面
特
科
隊
本
部
管
理
中
隊
長
と

し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
伝
統
あ
る
松
山
駐
屯
地

で
勤
務
出
来
る
こ
と
は
光
栄
で

あ
り
、
ま
た
、
中
隊
長
と
し
て

の
重
責
を
自
覚
し
つ
つ
、
地
域

の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
部
隊
作

り
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
自
衛
隊
へ
の
ご
理

解
と
お
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

伊丹駐屯地から
出身地：神奈川県
趣 味：ランニング

善通寺駐屯地から
出身地：愛媛県
趣 味：マラソン

中
部
方
面
特
科
隊

本
部
管
理
中
隊
長

１
等
陸
尉

十
亀

淳
一

第

基
地
通
信
隊

松
山
派
遣
隊
長

３
等
陸
尉

山
崎

憲
司

第

教
育
大
隊

大
隊
長

２
等
陸
佐

土
橋

昇
輔

松
山
駐
屯
地
の
皆
様
、
隊
員
ご
家
族
の
皆
様
、

平
素
か
ら
駐
屯
地
に
対
し
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
地
域
の
皆
様
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず

ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
８
月
１
日
付
で
第

教
育
大
隊
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
２
月
、
善
通
寺
駐
屯
地
か
ら
移
駐
し

て
３
年
が
経
つ
教
育
大
隊
に
お
い
て
、
諸
先
輩
方

が
善
通
寺
駐
屯
地
か
ら
引
き
継
ぎ
、
築
き
あ
げ
ら

れ
た
伝
統
を
更
に
磨
き
、
大
隊
と
し
て
の
教
育
任

務
を
完
遂
す
る
こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り

教
育
大
隊
は
、
最
大
の
事
業
た
る
新
隊
員
教
育
の

ほ
か
、
少
数
な
が
ら
年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い

る
技
能
採
用
さ
れ
た
予
備
自
衛
官
へ
の
教
育
、
予

備
自
衛
官
を
目
指
す
一
般
予
備
自
衛
官
補
の
教
育

を
担
っ
て
い
ま
す
。
新
隊
員
教
育
に
お
い
て
は
、

少
子
化
等
に
よ
る
募
集
難
に
順
応
す
べ
く
入
隊
年

齢
制
限
の
拡
大
に
よ
り
、
幅
広
い
年
齢
層
へ
の
対

応
や
、
技
能
採
用
さ
れ
た
予
備
自
衛
官
に
お
い
て

は
、
医
師
、
弁
護
士
、
語
学
力
を
保
有
す
る
等
優

れ
た
専
門
技
能
を
有
す
る
隊
員
に
教
育
し
、
予
備

自
衛
官
補
に
お
い
て
は
３
年
間
で
50
日
間
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
す
る
な
ど
隊
員
の
特
性
や
採
用

区
分
に
応
じ
た
多
種
多
様
な
教
育
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
も
様
々
な

変
化
が
予
期
さ
れ
る
な
か
、
新
隊
員
教
育
も
適
宜

変
化
に
対
応
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
教
育
大
隊
を

巣
立
つ
者
た
ち
、
究
極
的
に
自
衛
官
に
求
め
ら
れ

る
資
質
は
普
遍
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
大

規
模
災
害
や
周
辺
国
有
事
等
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に

お
い
て
も
心
手
期
せ
ず
し
て
任
務
に
邁
進
で
き
る
、

国
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
隊
員
の
育
成
に
全
力

を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

隊
員
ご
家
族
並
び
に
地
域
の
皆
様
の
よ
り
一
層

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
着
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

無
事
定
年
で
き
ま
し
た
こ
と
は

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
、
ご
懇

情
の
賜
物
と
存
じ
有
り
難
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

最先任記章の継承

銃剣道練成隊 女性剣士

准陸尉

河原 浩二

（３）
令和３年（2021年）夏季号

こ
の
た
び
、
８
月
１
日
付
で

第

基
地
通
信
隊
松
山
派
遣
隊

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
、
松

山
駐
屯
地
で
勤
務
で
き
ま
す
こ

と
は
、
た
い
へ
ん
光
栄
で
あ
る

と
と
も
に
、
そ
の
重
責
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

駐
屯
地
所
在
部
隊
と
地
域
の

皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
、
派
遣
隊
一
丸
と

な
り
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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現
在
予
定
し
て
い
る
令
和
３
年
度
松
山
駐
屯
地

の
主
な
行
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
松
山
駐
屯
地
創
立
66
周
年
記
念
行
事

11
月
７
日
（
日
）

●
駐
屯
地
年
末
行
事

12
月
23
日
（
木
）

●
駐
屯
地
成
人
行
事

1
月
12
日
（
水
）

な
お
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状

況
に
よ
っ
て
は
、
各
イ
ベ
ン
ト
と
も
延
期
、
縮
小

ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
予
定
は
駐
屯
地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
後
の
予
定

訓練・イベント情報配信中！

Twitter

退
官
予
定
者

業
務
隊

准
陸
尉

今
別
府

昌
志

令
和
３
年
10
月
24
日
付

業
務
隊

陸
曹
長

細
川

幸
喜

令
和
３
年
11
月
５
日
付

高
射
特
科
隊

陸
曹
長

渡
部
浩
明

令
和
３
年
11
月
25
日
付

職 場 体 験

家 族 投 稿

部 外 支 援駐屯地協力会

地
域
と
の
相
互
理
解
を
一
番
に

今
回
は
、
駐
屯
地
協
力
会

藤
岡
真
須
雄
さ

ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

生
ま
れ
た
頃
か
ら
駐
屯
地
が
身
近
に
あ
り
、

演
習
場
に
遠
足
で
訪
れ
た
こ
と
も
あ
る
な
ど
、

昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

藤
岡
さ
ん
は
、
宅
地
分
譲
や
仲
介
等
を
主
な

事
業
内
容
と
し
た
、
中
央
ハ
ウ
ジ
ン
グ
代
表
取

締
役
を
さ
れ
る
傍
ら
、
地
域
貢
献
の
一
つ
と
し

て
松
山
駐
屯
地
協
力
会
を
通
じ
、
本
広
報
紙
の

再
刊
に
御
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
歩
き
な
が
ら
眠
る
」

な
ど
、
自
衛
官
の
非
日
常
的
な
話
を
聞
い

て
、
興
味
と
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
駐
屯
地
に
期
待
す

る
こ
と
と
し
て
「
災
害
派
遣
等
で
活
躍
す

る
自
衛
官
の
声
を
直
接
聞
き
い
て
み
た
い
」

「
地
域
の
自
主
防
災
組
織
と
自
衛
隊
の
関

係
性
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
な
ど
、
防
災

訓
練
を
通
じ
た
地
域
と
駐
屯
地
の
交
流
に

期
待
し
た
い
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

藤
岡
さ
ん
は
、
「
今
後
も
、
自
衛
隊
の

イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
、
地
域
の
子
供
か

ら
大
人
ま
で
が
、
自
衛
官
と
の
つ
な
が
り

を
作
り
、
リ
ア
ル
な
声
を
受
け
止
め
て
い

く
こ
と
が
「
地
域
と
の
相
互
理
解
」
に
な

る
と
信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
駐
屯
地
に
協
力

し
て
い
き
た
い
」
と
温
か
い
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

中央ハウジング 代表取締役

藤岡 真須雄 さん

不動産関係の知識を活かし、
地域に貢献する企業を目指す

私
の
家
族
は
、
妻
と
３
歳
に
な
る
長
女
と
１
歳

に
な
る
次
女
の
４
人
家
族
で
す
。
長
女
は
人
見
知

り
も
な
く
人
懐
っ
こ
い
タ
イ
プ
で
お
し
ゃ
べ
り
も

大
好
き
で
す
。
次
女
は
よ
た
よ
た
歩
き
で
、
私
や

母
親
の
後
ろ
を
付
い
て
き
ま
す
。

最
近
の
余
暇
の
過
ご
し
方
は
、
家
族
で
キ
ャ
ン

プ
に
出
掛
け
る
な
ど
、
家
族
で
過
ご
す
時
間
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
等
に
行
け

な
い
た
め
、
休
日
の
家
族
と
の
過
ご
し
方
に
も
制

限
が
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
範
囲
で
子
供
た
ち
と

の
思
い
出
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

夏の思い出

第

会
計
隊

３
等
陸
曹

正

博
喜

家族との時間を大切に

職
場
体
験
学
習

駐
屯
地
は
、
７
月
２
日
か
ら
８
月
18
日

の
間
、
愛
媛
県
内
の
中
・
高
校
生
43
名
を

対
象
に
職
場
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

初
め
て
自
衛
官
と
接
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

緊
張
の
面
持
ち
で
自
衛
隊
の
歴
史
や
駐
屯
地
の

概
要
に
つ
い
て
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
ま

た
、
駐
屯
地
見
学
や
業
務
等
の
説
明
を
受
け
た

後
、
隊
員
食
堂
に
お
い
て
昼
食
を
と
り
、
特
科

隊
第
１
中
隊
に
よ
る
装
備
品
見
学
と
６
輪
装
甲

車
（
Ｃ
Ｃ
Ｖ
）
の
体
験
試
乗
等
、
研
修
を
行
っ

た
。研

修
を
終
え
た
生
徒
達
か
ら
は
「
自
衛
隊
に

つ
い
て
詳
し
く
知
れ
た
」
「
駐
屯
地
の
中
が
小

さ
な
街
み
た
い
だ
っ
た
」
「
戦
車
の
中
に
入
れ

て
良
か
っ
た
」
「
食
事
が
美
味
し
い
」
等
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

部
外
広
報
支
援

駐
屯
地
は
、
７
月
18
日
（
愛
媛
Ｆ
Ｃ
公
式
戦
）

及
び
８
月
31
日(

艦
艇
広
報)

に
愛
媛
地
方
協
力
本

部
と
協
力
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
た
。

両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
々

が
来
場
し
た
。

自
衛
隊
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
・
６
輪

装
甲
車
（
Ｃ
Ｃ
Ｖ
）
・
パ
ジ
ェ
ロ
な
ど
を
展
示
し
、

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
に
陸
上

自
衛
隊
を
広
報
し
た
。

フォロワー数

4000人

超えました。

護衛艦「さざなみ」との広報

ニンジニアスタジアムでの広報

整備工場見学戦車と記念撮影

ＦＨ７０見学６輪装甲車（ＣＣＶ）体験


